
 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

                                            

                             写真 修道院 

       第 47期会長テーマ    

みんなでつくる奉仕の心 

 

第 2268 例会 2013 年 1 月 31 日（木） 

1 月はロータリー理解推進月間 

 

本日のプログラム 

    点 鐘 

    ロータリーソング   手に手つないで  

             四つのテスト 

    会長挨拶  

    ポール・ハリス・フェロー認証状贈呈 

         古田徳夫君 関谷泰久君 

    出席・スマイル報告 

    委員会報告 

    幹事報告 

               

    卓 話 

     新世代・Ｒアクト委員会担当 

       大嶽政彦君 

         「windows8 について」 

 

    点 鐘 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 毎週木曜日 

事務局 多治見市新町 1-23   

産業文化センター４F 

TEL 0572-25-5100 FAX 0572-25-5101 

E-mail n-rc@joy.ocn.ne.jp 

HP     http://tajiminishi.jimdo.com/ 

会長 各務和宏  幹事 山田正史 
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第2630地区 

着信書類 

・ 2013～2014 年度第 2630 地区 

     加賀修ガバナーからの AIR MAIL 

  皆様方には良き新年をお迎えの事と存じ 

 ます。私、14 日より米国サンディエゴに 

て開催されています国際協議会に出席し 

て居ります。本会議にてロンＤバートン 

ＲＩ会長エレクトより下記のテーマが発 

表されました。皆様にお伝え願います。 

 2013～14 年度テーマ  

 ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を 

 

・ 3市 6ＲＣ親睦合同例会開催の案内 

   日時：3月 18 日（月）点鐘 17:00 

   場所：セラトピア土岐 

 

・  2 月のロータリーレイト 

      1 ドル 88円（現在 82円） 

 

 

     

 



先週の記録 

◆出席報告  会員数 37名 出席義務者 32名 

       免除者 5名  内出席者 1名 

  出席者   欠席者  出席率 

  26 名   7 名  78.78％ 

◆スマイル報告 

    投函者 18名  金額 29,000 円 

・父の葬儀には大変お世話になりました。佐藤正 

・寒中御見舞い申しあげます。     山口寛 

・本日例会終了後苗栗ＲＣ訪問される方は残って

下さい。              松本昇 

・古田先生、卓話よろしくお願いします。 

 楽しみにしています。       伊藤正雄 

五福臨門「ウーフーリンマン」 

 

 

 

 

 

五福とは、全ての福を表し、人生の５種の幸福を

入り口に集めてくれると言う最高の言葉です。 

長寿・・（長生き）寿命の長い事 

富貴・・（財と地位）財力の豊かな事 

健寧・・（健康と平安）無病な事 

好徳・・（陰徳を積む）徳を好む事 

善終・・（臨終の時に心残りがない） 

天命を以て終わる事 

先週の卓話   

「水戸黄門のリーダーシップ」 

 可児工業団地協同組合 古田千尋様 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ロータリーへの道 

ポールハリス著 

最初のロータリークラブ NO．5 

 

ヘンリー・ブラットン卿は次のように言っていま

す。「ロータリーが会員を啓発する方法の一つは、

人々の気持ちの中に少年時代の心を残すことで

す。善良な人間の心の中には、少年時代のことが

焼きついています。少年時代には、人生を見る目

は素晴らしいもので、清らかな目で、偏見は無く、

寛容で、熱意と友情に溢れています。少年の心を

失ったと言われることは悲しいことです。人間は

心を明るくして、友達のよい点を見習って行きさ

えすれば、老化現象は起きません。ロータリーは

少年時代の心を忘れずに、発展向上を目指す会員

を激励し援助する団体です。 

会員たちは各々、親切にし合い、友情を発揮して、

助け合いました。主として商売上お互いに成功す

るよう助け合いました。会員の利益になる時は、

お互いに顧客になり、必要があれば、適切な口添

えもしました。こうして商売上有利な人もいまし

たが、反面そうでない人もいました。然し、親睦

はお互いの為になるという事を全員が理解しま

した。シカゴロータリークラブの会員増加に伴っ

て、市内の職業を分類して、職業別に代表者一名

ずつが会員ということにしました。会員たちは自

分の職業の代表に選ばれたことを誇りにすると

同時に、会員としての責任感を自覚しました。ロ

ータリーの目的は社会的、宗教的或いは人種的区

分による、会員の混合団体を作ることではなく、

社会的地位、宗教的信条や国籍が異なる、実業家

や専門職業に従事している人々を集め、相互理解

を深めその結果、思いやりと友情が深まり、助け

合いができるようにすることです。  （つづく） 

今後の予定 

2 月 7日  定例理事会 11:30 3Ｆ特別会議室 

      卓 話 小島明宏様 

ＪＩＣＡ（青年海外協力隊）のお話   

2 月 14 日  卓 話  親睦委員会担当 

        マツバラ薬局 柴田ひとみ様 

21 日  卓 話  社会奉仕委員会担当  

Ｒ財団寄付金について 

第 47期 2名適用 （3000ドル）  

       古田徳夫君 関谷泰久君 


